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朝の声かけ活動 （SST活動から）

今年度は、月曜日：教職員、水曜日:教職員と関係諸機関・地域関係者、金
曜日：教職員・ＰＴＡの割り振りで行っています。
１月の活動を始めたころは、挨拶をしても何のリアクションもなく前を過

ぎていく生徒たちが多かったのですが、徐々に交わせるようになる生徒が
増えていきました。 著なのは、朝のみならず日常の学校生活の中で挨拶が
できる生徒が増えてきたことです。
これは、朝の声かけ活動の成果だと思います。 ただ、「挨拶することが

当たり前」という感覚が育っていない生徒がまだ複数いるので、粘り強く
活動をしていきたいと思います。 校長 渡邊 克仁より

１年生、学校に慣れ大きな声が出てきましたね。 ２年生、誰よりも元気で
す。 3年生、勉強疲れかな？元気だして！
雨の日も、暑い日も、そして肌寒くなってきた今日も、いつも笑顔で「おはよ
うございます」をお願いします！ 会長 峯田 晃より

１１月１８日（金）晴天の朝、
PTAの保護者の方々・市教育
委員会方々が集まり「おはよう
ございます」「おはよう」の声か
けに、子どもたちの「おはようご
ざいます」の返事、とても気持

ちよい朝の一時でした。
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・月一でユースネット会議に参加
⇒武山地域の小中高、地域関係者による防犯を主とし

た情報共有

・週一でユースネット広報車（軽トラ）で学区を回り、防犯を
呼びかける。
⇒武中学区の小中学校PTAにて輪番で対応

・月一のユースネット夜間パトロールに参加
⇒武山地域の公園、コンビニ等を夜間に

１時間パトロール。
子どもへの声かけ、１１０通報、ごみ掃除等。

・年２回のユースネットキャンペーンに参加
⇒エイヴィ・Ａコープにて、防犯情報発信活動。 振込め

詐欺注意喚起のチラシ、ティッシュ等を配布し、利用客や
通行人に注意を呼びかける。

・年１回の自転車安全教室に参加
⇒小学生向けの自転車教室。 自転車交通ルールの座

学と、実技訓練。 講師である警察官の補佐、機材の設営
撤去など。

月１回ユースネット会議

年２回ユースネットキャンペン

週１回ユースネット広報車

年１回自転車安全教室



西地区青少年活動ネットワーク活動
横須賀市武山地区を中心に、広報車を活用して少年
の集まりそうな場所や深夜スーパーへの立ち寄り警
戒を実施しているほか、生徒を含む学校関係者と
「ユースネット会議」を毎月開催することで情報ネット
ワークを構築し、様々な事案にスピーディに対応でき
る活動を展開している。
平成２４年度神奈川県犯罪のない安心・安全まちづくり奨励賞受賞コメント

地域住民、ボランティア団体が管理
する地域安全安心ステーション事業
安全・安心のための自主的活動の拠点
としての３つの機能
①安全安心パトロールの出動拠点
公民館、消防団拠点等を活用した施設設備
自主防犯活動用資機材等の優先配備

②安全安心情報の集約・発信拠点
安全安心マップの作成
安全安心情報の掲示板の運営
防犯協議会の設置

➂安全安心のための自主的活動の参加拡大
の拠点
地域住民が気軽に参加できる活動の支援
各種講習会、防犯指導等の利用、参加の拡大

武山中学校 峯田会長より
会議では、不審者・空き巣・盗難などの防犯に関わる情報共有が主で、自転車安全教室や
ユースネットキャンペーンでは、小学生と触れ合いつつ、ほのぼのとした時間のなかで活
動が行われます。
武中生を見守ることがユースネット発足理由であることから、武中ＰＴＡにとって夜間パト
ロールは大変重要な意義があると考えます。
しかしながらパトロールすれども、その多くが公園のごみ拾いで終わります。ただし、その
ゴミには、タバコの吸殻や酒類の缶が含まれていることに注意が必要です。
中学生や高校生くらいの青少年が夜間にコンビニの裏、公園等で集合し、近隣住民や地
域関係者に迷惑をかけている事実があることを、より多くの人に認識していただきたい
です。
武中ＰＴＡとしては、先生・保護者が手を取り合い一人でも多く夜間パトロールに参
加することで、武中生を見守る姿勢を貫いて行きたいと思います。

月１回ユースネット
夜間パトロール
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０
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過
し
体
も
暖
か
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な
っ

て
き
ま
し
た

公園のゴミを取りながら
パトロールをして終了

武山中学校の生徒が制作したポスター掲示
・ロープ公園 ・一騎塚公園 ・林１丁目公
園 ・林２丁目公園



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域連携防災デイ」 7月 1日に実施 

（事前に 5月 21日に地域懇談会を実施） 

① 各教室にて防災学習 

② 避難警報発令 

③ グランド避難  煙体験をしながらクラス単位でグランドへ。 

④ 消防署よりの講評  避難行動に対して評価していただきます。 

⑤ 実演指導（消火器体験）  クラスの代表者が水入り消火器で消火体験します 

⑥ 消防車による高所救助の見学  校舎屋上からの救助活動を見学します。 

⑦ 町内会ごとに集団下校  町内会の方々と共に自分の地域へもどります。 

⑧ 各町内での防災学習  町内の方のお世話になりながら地域の防災を学びます。 

「武山連合町内会 防災訓練・避難所運営訓練」 9月 24日に実施 

① 町内会ごとに一時避難地に集合  各町内ごとに指定されています。（ご自分の避難地を確認しましょう。） 

② 広域避難所へ集合  今年度は武山小でした。毎年変わります。 

③ 学年単位で行動 

１・３年生は中学に戻り防災学習と通常授業 

2年生は武小に残り訓練（体育館での避難所運営・自衛隊協力のもと給食訓練・防災訓練） 

防災訓練とは・・・倒壊家屋救出・応急救護・煙体験・水道局講義・消火器体験 を町内会単位で体験します。 

ｐ4 防災訓練概要紹介  ｐ5 校長先生へのインタビュー  ｐ6地域の想い紹介  ｐ７ まとめ 

まずは、7月と 9月に実施された防災訓練の概要を紹介します。 

煙体験 消火器体験 はしご車救助見学 各町内での活動 

給食訓練 

自衛隊の協力 

避難所運営訓練 

応急救護 

倒壊家屋救出 

水道局講義 

今年は 4 月の熊本地震（最大震度７）・10 月の鳥取中部地震（最大震度６）と大変大きな地震に襲われ続けた日本列島。いず

れも左右に横ずれの見られる断層型です。そしてこの武山地区にも断層が走っているのをご存じでしょうか？ 

つい先月には、東日本大震災の余震による津波被害がありました。どんな災害であっても避難はします。また避難の際には

地域との連携や助け合いが大変重要になります。そこで広報誌でも地域と学校の防災活動について知っていただく為に情報

発信をしてみようと思い特集しました。子どもの防災訓練に参加した事ありますか？この広報誌を見て少しでも地域や学校

の防災に興味を持っていただき、家庭でも役立てていただきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
回
は
学
校
の
防
災
訓
練
に
関
し
て
素
朴
な
疑
問
を

校
長
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
地
域
と
連
携
し
て
い
る

意
味
も
含
め
聞
い
て
み
た
い
事
を
色
々
尋
ね
ま
し
た
！ 

広
報 

武
中
は
防
災
学
習
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
の
位
前
か
ら
で
す
か
？ 

校
長
先
生
（以
下
校
長
） 

十
三
年
前
か
ら
で
す
。 

広
報 

き
っ
か
け
は
あ
り
ま
す
か
？ 

校
長 

当
時
、
武
中
が
落
ち
着
か
な
い
状
況
に
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
市
民
プ
ラ
ザ
が
で
き
た
ば
か
り
の
時

で
、
プ
ラ
ザ
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
ら
れ
た
り
な
ど
、
学
校

内
と
い
う
よ
り
地
域
で
迷
惑
を
か
け
て
い
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
学
校
の
力
だ
け
で
は
な
か
な
か
改
善
が

図
れ
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
校
長
先
生
が
地
域
の

力
を
束
ね
た
「
地
域
連
携
防
災

D
ay

」
と
称
し
た
地

域
と
学
校
が
共
同
体
と
な
っ
て
行
う
避
難
訓
練
を

実
施
し
な
が
ら
中
学
生
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
い
く

防
災
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
域
の
方
達
と
中
学

生
や
武
中
の
教
職
員
が
顔
見
知
り
度
を
高
め
る
こ
と

も
目
的
の
一
つ
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
昼

間
、
有
事
が
起
き
た
時
に
中
学
生
が
地
域
で
役
に
立

つ
存
在
で
あ
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
願
い
が
防
災
教

育
の
中
に
は
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

広
報 

な
ぜ
夏
、
秋
と
二
回
実
施
す
る
の
で
す

か
？ 

校
長 

も
と
も
と
は
六
月
に
行
わ
れ
る
学
校
主
催
の

「
地
域
連
携
防
災

D
ay

」
だ
け
で
し
た
が
そ
の
後
、
十

月
に
も
武
連
合
町
内
会
主
催
の
「
地
域
防
災
避
難

訓
練
・
避
難
所
運
営
訓
練
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
中
学
生
の
参
加
依
頼
が
地
域
や
行
政
か
ら
あ
っ

た
た
め
、
本
校
の
防
災
教
育
の
一
環
に
取
り
入
れ
て

参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

広
報 

九
月
の
防
災
で
は
二
年
生
だ
け
が
訓
練
現

場
（
武
小
）
に
残
り
ま
し
た
が
、
何
故
で
す
か
？
毎

年
縦
割
り
だ
っ
た
は
ず
で
す
が
。 

広
報 

な
ぜ
修
学
旅
行
は
変
更
さ
れ
た
の
で
す

か
？
北
海
道
も
防
災
学
習
の
目
的
で
し
た
よ

ね
。 

校
長 

生
徒
や
保
護
者
か
ら
「
な
ぜ
武
山
に
は
火

山
が
な
い
の
に
有
珠
山
に
防
災
学
習
に
行
く
の
で

す
か
？
」
「
な
ぜ
武
山
の
地
域
で
も
で
き
る
田
植
え

や
農
業
・漁
業
の
体
験
に
北
海
道
ま
で
行
く
の
で
す

か
？
」
等
々
よ
く
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
災
害
に

は
地
震
だ
け
で
は
な
く
様
々
な
災
害
が
あ
る
事
も

含
め
、
い
ろ
い
ろ
説
明
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
生
徒

た
ち
や
保
護
者
か
ら
の
素
朴
な
質
問
を
大
切
に
受

け
止
め
、
教
職
員
で
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
中

学
生
の
発
達
段
階
で
あ
る
と
か
、
防
災
学
習
を
含

め
た
教
育
効
果
な
ど
を
考
慮
し
て
、
さ
ら
に
防
災

意
識
が
高
ま
り
修
学
旅
行
と
し
て
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
、
よ
り
一
層
思
い
出
に
残
る
場
所
と
し
て
、
武

山
地
域
に
も
関
係
す
る
直
下
型
地
震
に
よ
る
活
断

層
の
遺
構
が
あ
る
阪
神
淡
路
、
そ
し
て
観
光
の
で

き
る
京
都
を
来
年
度
か
ら
修
学
旅
行
場
所
に
決

定
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
の
際
に
は
、
武
中
が
ね
ら

い
と
し
て
い
る
修
学
旅
行
を
複
数
の
旅
行
会
社
に

伝
え
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
旅
行
会
社
はJ

T
B

に
決
定
し
て
い
ま
す
。 

広
報 

急
な
地
震
！
の
時
の
生
徒
っ
て
ど
ん
な
感

じ
で
す
か
？ 

校
長 

も
う
、
放
送
を
入
れ
る
前
に
机
の
下
で
す
。

早
い
で
す
。
意
識
が
高
い
で
す
。 

広
報 

で
き
る
ん
で
す
ね
、
ち
ゃ
ん
と
・・・。 

校
長 

で
き
ま
す
！
た
だ
心
配
な
の
は
、
学
校
外

で
す
ね
。 

広
報 

テ
レ
ビ
で
み
た
の
で
す
が
、
有
事
の
確
率
は
校
外
の

方
が
高
い
そ
う
で
す
。 

校
長 

校
外
に
生
徒
た
ち
が
い
る
時
間
の
方
が
一
日
の
中
で
長
い

わ
け
で
、
自
宅
に
い
る
の
で
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
外
出
し
て
い
る

と
き
に
有
事
が
あ
っ
た
場
合
の
指
導
は
と
て
も
難
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
に
い
る
場
所
や
時
間
、
状
況
に
よ
っ
て
そ
の
場
で

判
断
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
個
々
の
判
断
力
に

か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
際
、
で
き
る
だ
け
適
切
な
判
断
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
防
災
上
の
知
識
が
豊
富
で
あ
れ

ば
、
そ
の
時
の
状
況
に
見
合
っ
た
判
断
が
選
択
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

広
報 

次
に
・
・
・
地
域
連
携
防
災
デ
イ
（
六
・
七
月
実
施
）
で
の

町
内
ご
と
の
実
施
項
目
の
違
い
は
統
一
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
昼
食
は
勿
論
、
体
験
型
の
町
内
も
あ
れ
ば
お
話
し
の
み

の
町
内
な
ど
な
ど
。
取
材
を
し
て
い
て
ち
ょ
っ
と
差
が
大
き
い

か
な
？
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
・・・。 

校
長 

地
域
の
各
町
内
や
自
治
会
は
高
齢
化
が
進
み
、
役
員
さ

ん
の
年
齢
や
人
数
に
よ
っ
て
で
き
る
事
が
限
ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
各

町
内
や
自
治
会
で
行
う
訓
練
の
違
い
は
当
然
出
て
き
ま
す
の
で
、

す
べ
て
の
町
内
が
同
じ
訓
練
を
実
施
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
。 

広
報 

難
し
い
で
す
ね
・
・
・
。
で
は
、
学
校
か
ら
生
徒
に
期
待

す
る
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
勿
論
防
災
に
つ
い
て
。 

校
長 

一
番
は
自
分
の
命
と
家
族
を
守
る
。
そ
し
て
役
に
立
つ
た

め
に
生
き
て
い
る
は
ず
。
親
も
学
校
も
そ
う
い
う
教
育
を
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
社
会
貢
献
を
し
よ
う
。
役
に
立
つ
人
に
な
ろ
う
。

が
、
願
い
で
す
。 

広
報 

加
え
て
そ
の
親
、
保
護
者
へ
期
待
す
る
事
は
あ
り
ま
す

か
？ 

校
長 

限
ら
れ
た
情
報
の
中
で
の
知
識
は
お
持
ち
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
子
ど
も
の
方
が
沢
山
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
防
災
に
限
ら
ず
話
す
だ
け
で
な
く
、
携
帯
な
ど
も
最
大

限
利
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。
有
事
の
連
絡

方
法
な
ど
た
く
さ
ん
子
ど
も
と
お
話
し
て
く
だ
さ
い
。 

校
長 

中
学
生
と
し
て
の
発
達
段
階
に
も
二

年
生
が
い
い
と
判
断
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
一
、
三
年
生
は
教
科
の
授
業
時
間
数
の
確

保
が
で
き
ま
す
し
、
学
年
担
当
の
先
生
が
そ
の

ま
ま
自
分
の
学
年
の
授
業
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
今
年
度
は
二
年
生
だ
け
が
す
べ
て
の
行

程
に
参
加
し
ま
し
た
。
一
・
三
年
生
も
各
町
内

の
一
時
避
難
地
に
集
合
し
て
か
ら
武
山
小
学

校
の
避
難
所
に
避
難
す
る
訓
練
に
は
参
加
し

ま
し
た
。
来
年
度
も
全
校
体
制
で
武
中
は
参

加
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

広
報 

武
中
の
防
災
学
習
の
ウ
エ
イ
ト
は
他

の
中
学
と
比
較
し
て
ど
の
様
な
差
が
あ
り
ま

す
か
？ 

校
長 

「
防
災
教
育
」
は
東
日
本
大
震
災
後
、

文
部
科
学
省
よ
り
推
奨
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
他
に
視
点
を
置
い
た
教
育
を
他
校
で
は

行
っ
て
い
ま
す
が
、
武
中
は
正
門
を
出
た
外
に

活
断
層
が
走
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
を
通
じ
、
学

習
し
た
事
を
保
護
者
や
地
域
へ
伝
え
る
事
も

考
え
て
い
ま
す
。
防
災
教
育
の
あ
り
方
を
他
校

と
比
較
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
武
山

地
域
は
近
く
に
電
車
の
駅
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
、
県
道
な
ど
の
主
要
道
路
が
通
行
で
き
な

く
な
る
事
を
考
え
る
と
中
枢
か
ら
の
物
資
な

ど
が
滞
る
こ
と
に
な
り
、
武
山
地
域
が
厳
し
い

状
況
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
地
理
的
な
特
性

を
考
え
た
上
で
地
域
で
活
躍
す
べ
き
で
あ
る
中

学
生
に
防
災
意
識
を
植
え
付
け
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
防
災
教
育
が
始
め
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
武
中
で
は
社
会
や
理
科
、
保
健
体

育
、
技
術
家
庭
科
な
ど
の
教
科
の
授
業
に
も

防
災
を
視
点
に
入
れ
た
学
習
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
か
ら
武
中
生
は
防
災
意
識
が
高

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
五
月
に
一
年
生
が
行 

っ
た
ソ
レ
イ
ユ
の
丘
で
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
も
防

災
学
習
を
取
り
入
れ
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
武
中
の
防
災
教
育
は
他
県
に
も
注

目
さ
れ
、
昨
年
十
一
月
に
は
埼
玉
県
川
口
市
内

二
十
三
校
の
中
学
校
の
校
長
先
生
方
が
武
中
に

来
校
さ
れ
、
武
中
の
防
災
に
つ
い
て
研
修
を
さ
れ

ま
し
た
。 

 

今
回
お
忙
し
い
中
、
時
間
を
取
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
渡

邉
校
長
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
校
長
先
生
の
言
葉
か
ら
も
訓
練
の

大
切
さ
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

こ
の
記
事
を
読
ん
で
興
味
を
持
っ
た
方
、
い
え
持
て
ず
と
も
頑
張
る
我
が
子

を
見
る
為
だ
け
で
も
！
是
非
来
年
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
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 ここでは学校主催の 7月に実施した「地域連携防災デイ」を取り上げます。 

地域と連携し協力をお願いする以上「地域の想い」を会員の皆様・生徒と共有する必要があると感じたからです。この

訓練で各町内会・先生方の協力を得て 20 の地域でアンケートを実施しました。皆さんの住んでいる地域がどの様な想い

で防災を実施しているのか是非読んでください。(人数、規模などの理由によりアンケート回収が出来なかった町内もあります。ご了承ください。) 

質問 1 と２に関しては、地域の皆様考え方が似通っていらっしゃるようでしたので沢山お答えをいただきましたが、3 つの表現に置き換え回答とさせていただきました。 

防災意識の向上・地

域防災の重要性

顔見知り度向上・協

力体制作り

命を守る方法

共助（助け合い）

自助（自分の命は

自分で守る）

出来る範囲の事を

精一杯

質問 1 何を学んでほしいですか？ 

  と回答 

武官舎・武・竹川・上の里・一騎塚・林・須軽谷・御幸浜・小田和 

  と回答 

湘南武山・武いこい・一騎塚・ネアポリス・太田和中・湘南武

山シーサイド・山科台・長坂 

  と回答 

武・武山住宅 

          

                      

質問 2 実際に災害が起こった場合の中学生の役割は？ 

と回答 

武・武いこい・竹川・南武・上の里・一騎塚・林・須軽谷・ネアポリス 

・太田和中・小田和 

と回答 

武官舎・武・御幸浜・太田和中・長坂 

と回答 

武山住宅・山科台 

質問 3 地域の中学生に期待する事は何ですか？ 
（多少表現を変えて掲載しております事、ご了承ください。） 

湘南武山：高齢化の中、災害時だけでなく普段から中学生の力に期待 

武官舎：地元意識。土地に対する気付き。有事には詳細情報の伝達。危険でない限りの人の世話。 

上の里：住民に対し土地が大きく高齢化が進んでいる為、有事の際には積極的に手伝って欲しい。 

一騎塚：町内での顔見知り度を上げるため、町内イベントへの積極的な参加。 

林：地域を忘れず、将来的には戻ってきて欲しい。町内で育った事を忘れない事。 

ネアポリス：小学生以下に対して大きな存在で。助け合いの拡大。 

太田和中：防災学習をきっかけに、町内との接点増加。町内活動の参加。 

湘南武山シーサイド：町内活動の積極的参加。立派な地域の大人への成長。 

山科台：一生懸命勉強して遊んで一人前の大人に。 

長坂：小学生の手本になる Jr リーダー的存在。 

武：高齢化社会における若さと行動力。 

武いこい：町内活動への積極的参加。地域理解。 

武山住宅：町内行事への積極的な参加。 

須軽谷：有事の際自主的に動ける成長。 

小田和：人との繋がり連携を大事にすること。 

須軽谷：有事の際自主的に動ける成長。 

南武：声の掛け合い・助け合い。 

竹川：災害時「自分たちが頑張る」意識と意欲。 

御幸浜：日頃からの地域活動への参加・手伝い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のアンケートにはもう一つ項目がありました。 

それは付き添った先生や取材した委員の感想の項目です。 

ここでご紹介します。 

・少人数ながら明るい活動。色々な話ができた。（武ハイム 

赤谷先生） 

・「意欲あるもの」と「そうでない者」の差がある。地域の

方々への感謝の気持ちを持ち意欲的に参加して欲しい。（竹

川 野呂先生） 

・子ども達が町内の方々に愛され、そして大切に育てられて

いる事が分かった。（武山住宅 松永先生） 

・中学生がいつも温かく見守られ育ってきた事を実感。また

有事の際は自助・共助の意識を高くし、出来る事をしなけれ

ばならない。これからも地域との繋がりを持つ事が必要で

あると感じた。（林 慶長先生） 

・体験活動により有事の際を体験できた。災害時、自らの命・

他の命を守る存在になって欲しい。（須軽谷 東海先生） 

・日頃から地域のコミュニケーションがとれている様で「地

域の子供を皆で守る」という温かい心を感じた。（御幸浜 笠

原先生） 

・「安否確認訓練」では各家庭を突然伺うのだが、皆こころ

よく中学生の相手をしてくれる。地域が子ども達を大切にし

ているのが伝わった。中学生も「してもらって当たり前」では

なく「ありがとうございます」の気持ちと地域を大切にする

大人になって欲しい。（湘南武山シーサイド 渡辺先生） 

・困っている下級生に手を差し伸べる上級生を見た。性別・年

齢関係なく協力し合う姿が印象的であった。（小田和 広報

委員） 

・大人数だったので様々な経験と話ができ貴重な体験だっ

た。（武 広報委員） 

・少人数だが男女問わず明るく活動していた。地域の方々の

中学生に対する「温かい心遣い・期待」がよくつたわる実り

ある時間だった。（一騎塚 広報委員） 

｛防災特集｝ 編集後記 

 今回の特集はいかがでしたか？「子どもの写真が無い！」「文字が多くない？」など聞こえてきそうです(笑)。大事な事だと

感じましたので、文字が増えても伝えます！冒頭で触れていますが有事の際、地域の事を理解し連携した訓練をしておくとスム

ーズな避難・交流（助け合い）ができると思います。命と家族を守るために、是非「地域の想い」を知ってください。 

 そして地域と中学生の連携の重要性について。大きな災害時の中高生の活躍は皆さんもよくテレビやネットで見かけましたよ

ね？高齢化社会の今、地域の若者の存在はとても大切にされています。地域から離れた場所に通学する高校生より地域で生活

する中学生は、有事の際大きく期待されており、学校と協力した訓練が必要なのです。是非お子さんにもこの事を伝えてくださ

い。勿論、この「わかたけ」を置いて！(笑) 地域理解を深める為、町内行事にも参加してみてくださいね。 

 そしてお子さんと話す際には家族に広げ有事の際の連絡法や集合場所など様々な事を改めて話し合ってみてはいかがでしょ

うか？「家庭の防災」でネット検索すると様々な情報を見る事が出来ます。是非活用してくださいね。 

学校と地域の連携する様子、伝わりましたか？ 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1480379320/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzAxLmdhdGFnLm5ldC9pbWcvMjAxNTA2LzI0bC9nYXRhZy0wMDAwODI4OC5qcGc-/RS=^ADBfGasxfKlagB8RVtXmc7jBLD50X8-;_ylt=A2RinF43ejtYLjMAtSaU3uV7


安全・安心と活気のある学校を推進していくため、

武山中学校はスクールサポートチーム（ＳＳＴ活動）を
立ち上げました。

目的 すべての生徒が安心して学校生活を送ることができる武山中学校をつくる。

スクールサポートチームとは、武山中学校に関する方と地域の方、関係機関の方が
協力して、武山中学校に通う生徒みんなのために様々な活動を行うものです。

中間報告会
７月１９日に、ＳＳＴ活動の成果と課題が話し合

われました。 あいさつ運動、各学年からの報
告、生活指導、学習指導の報告があり、関係関
連からの意見交換など、子どもたちの成長や
新たな取り組みなどが話し合われました。

校舎内環境整備活動
夏休み期間の８月４日・５日に、教師・スクールサポートチーム・有志の生徒にて、校舎
内のペンキ塗りが行われました。 地域の方々などが職員・子どもたちに、ペンキ塗
りのやり方などを指導して下さり、校舎内が綺麗に見違えりました。 参加した皆さ
んに先生・保護者から、カレーライスが振る舞われました。 朝からの作業でお腹が
空いてた子どもたち「お代わりしていいですか？」と保護者にお代わりをもらう姿
が見られました。 教師・スクールサポートチーム・有志の生徒の方々、朝からの作業
お疲れ様です。 カレーライスを作って下さった先生・保護者の方、美味しいカレーラ
イスありがとうございました。☆ (人’’▽｀) 朝の声かけ運動

朝の校門前で月・水・金と声かけを
行っています。 月72～76名の方々
が参加して下さっています。 協力
(人’’▽｀)ありがとうござます。

学校にＳＳＴの必要性
昨年度当初から、一部の生徒たちによる学校生活の中で、暴力・妨害・破壊があり、多くの生徒たちが不安感や落ち着きが見られなく
なる状況がありました。 教職員・ＰＴＡ・地域の皆様に声かけしながら見守り活動をしていましたが、状況の改善がみれませんでした。
そこで学校全体の落ち着きを導くため、ＳＳＴの必要性を学校と教育委員会が決断し、本校職員・ＰＴＡ・市教育委員会・警察関連・市地
域安全課などの関連諸機関・地域からは連合町内会・武山ユースネット・青少年育成推進員の皆様を構成員とするＳＳＴを昨年１２月に
発足するに至りました。

これからの課題や取り組み
ＳＳＴ活動だけで学校生活を改善することは勿論できません。 さまざまな立場の皆様が、武山中学校の生徒たちのためにみんなの
力をひとつに束ねて、一緒になって活動することに大きな意味があり、その活動の姿で生徒たちに語りかけていくことで、生徒たち
の健全育成を図るという根底にある理念を大切にしながら３月まで、構成員の皆様には引き続き、ご協力をお願いしたと思います。

校長 渡邊 克仁より

編
集
後
記

前
号
は
子
ど
も
の
追
っ
か
け
。

今
号
は
「
連
携
」を
テ
ー
マ

し
ま
し
た
。
防
災
の
タ
イ
ト

ル
に
も
入
っ
て
ま
す
ね
。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

や
ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト
・防
災
な
ど

い
ず
れ
も
関
係
各
所
の
「連

携
」な
く
し
て
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
学
校
や
地
域
の
活

動
を
、
見
る
・参
加
す
る
チ
ャ

ン
ス
の
無
い
会
員
の
皆
様
や

地
域
の
方
々
に
も
武
中
と
地

域
の
「
連
携
」し
た
活
動
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

子
ど
も
達
の
生
活
、

学
習
に
地
域
と
の
「
連
携
」

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
大
事
な

も
の
で
す
よ
ね
。

1
・
2
年
生
の
会
員
の
皆
様
、

是
非
来
年
は
色
々
な
も
の
に

参
加
し
て
子
ど
も
と
の
情
報

共
有
や
家
庭
で
の
話
題
に
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

も
う
す
ぐ
冬
休
み
。

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！

そ
し
て
良
い
お
年
を
！

７
月
１
日
地
域
学
校
連
携
防
災

デ
ー
の
消
火
訓
練


